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問 6 企業向け電子書籍サービスの追加設計と実装に関する次の記述を読んで， 設問 1～4 に答えよ。 

  

H 社は， 個人会員向けに電子書籍の販売及び閲覧サービス （以下， 既存サービスという）を提供

する中堅企業である。 近年， テレワークの普及に伴い， 企業での電子書籍の需要が高まってきた。 

そこで， 既存サービスに加え， 企業向け電子書籍サービス （以下， 新サービスという）を開発する

ことになった。  

新サービスの開始に向けて， 企業向け書籍購入サイトを新たに作成し， 既存サービスで提供してい

る電子書籍リーダを改修する。 新サービスの機能概要を表 1 に， 検  

討したデータベースの E-R 図の抜粋を図 1 に示す。  

このデータベースでは，E-R 図のエンティティ名を表名にし， 属性名を列名にして， 適切なデータ

型で表定義した関係データベースによって， データを管理する。  
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〔一括購入機能の社員割当処理の作成〕 

表 1 中の一括購入機能の概要 （2）にある，社員が割当依頼した電子書籍を割り当てる処理を考え

る。検討した処理の流れを表 2 に示す。ここで，“:一括購入 ID”は割当依頼された一括購入 ID を，“:企

業 ID”及び“:社員 ID”は割当依頼した社員の企業 ID と社員 ID を格納する埋込み変数である。  
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表 2 のレビューを実施したところ，処理の流れや SQL 文に問題はないが， ①トランザクションの

同時実行制御には専有ロックを用いるように，とのアドバイスを受けた。  

 

〔書籍閲覧機能の作成〕 

電子書籍リーダに， 社員がログインした際， 閲覧可能な重複を含まない書籍の一覧を取得する 

SQL 文を図 2 に示す。 ここで， “:企業 ID” 及び “社員 ID” は， ログインした社員の企業 ID と社

員 ID を格納する埋込み変数である。 また， 図 2 の[ c ]には，図 1 の[ c ] と同じ字句が入

る。  

 

 

 

〔書籍閲覧機能の改善〕 

書籍閲覧機能のレビューを実施したところ， 既存サービスを個人で利用している社員は，電子書籍

リーダのログイン ID を個人会員 ID から企業 ID と社員 ID に切り替えて利用しなければならず煩雑
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である， との指摘を受けた。  

そこで，電子書籍リーダに個人会員 ID を用いてログインした際，社員として閲覧できる書籍も一覧

に追加して閲覧できるように， E-R 図に新たに②一つエンティティを追加し，電子書籍リーダに③一

つ画面を追加した上で書籍閲覧機能に改修を施した。  

 

設問 1  図 1 中の[ a ]～[ c ] に入れる適切なエンティティ間の関連及び属性名を答え， E-R 図

を完成させよ。  

なお， エンティティ間の関連及び属性名の表記は，図 1 の凡例に倣うこと。  

設問 2  〔一括購入機能の社員割当処理の作成〕 について （1），（2）に答えよ。  

（1） 表 2 中の[ d ]～[ f ] に入れる適切な字句を答えよ。  

（2） 本文中の下線①の専有ロックを用いなかった場合，どのような問題が発生するか。 30 字以内で

述べよ。  

設問 3  図 2 中の [ g ]，[ h ] に入れる適切な字句又は式を答えよ。 なお，表の列名には必ずそ

の表の相関名を付けて答えよ。  

設問 4  〔書籍閲覧機能の改善〕 について （1）， （2） に答えよ。  

（1） 本文中の下線②で追加したエンティティの属性名を全て列挙せよ。 なお，エンティティの属性名

に主キーや外部キーを示す下線は付けなくてよい。  

（2） 本文中の下線③とは，どのような画面か。 25 字以内で述べよ。  


